
 

 

 

 

 

               

１ 日  時  令和３年２月５日（金）第５校時（13：00～13：45） 

 

２ 場  所  １年１組 教室 

 

３ 学年・組  １年１組（男子 16名，女子 13名 計 29名） 

 

４ 単元設定の理由 

（１）単元観 

    本単元は，小学校学習指導要領，第１学年の内容「Ａ 数と計算」「（１）数の構成と表し方」

「（２）加法，減法」を受けて設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

第１学年でのこれまでの学習では，数のまとまりに着目しながら，数範囲を10から40までと段階的に

拡張し，数の構成と表し方を考え，集合数について学習を行ってきた。２位数とは，10のまとまりの個

数と端数ととらえることを基にして表されていることを理解してきた。さらに，「10といくつ」という

20までの数の構成を和や差でとらえ，加減計算を活用して式に表現することによって，20までの数につ

いての理解を確実なものにしてきた。 

本単元では，２位数や簡単な３位数について，個数の数え方や読み方，書き方，数の構成などを理解

し，10を単位として数をとらえる力及び数の構成に着目して数の計算の仕方を考える力を養うことをね

らいとしている。数のまとまりに着目させ，十進位取り記数法の原理の基礎的な理解を図ることで，数

の大小についての判断や簡単な場合の２位数の加減計算の仕方を考えることで，第２学年以降の学習に

つなげていく。 

第２学年では，数範囲を1000まで拡張して数の構成について学習していく。また，本単元で学習した

十進位取り記数法の概念を基に，筆算形式に四則計算の学習を行っていく。 

 

 

 

（１）数の構成と表し方 

ア 知識及び技能 

（ア）ものとものとを対応させることによって，ものの個数を比べること。 

（イ）個数や順番を正しく数えたり表したりすること。 

（ウ）数の大小や順序を考えることによって，数の系列を作ったり，数直線の上に表したりすること。 

（エ）一つの数をほかの数の和や差としてみるなど，ほかの数と関係付けてみること。 

（オ）２位数の表し方について理解すること。 

（カ）簡単な場合について，３位数の表し仕方を知ること。 

（キ）数を，十を単位としてみること。 

（ク）具体物をまとめて数えたり等分したりして整理し，表すこと。 

イ 思考力，判断力，表現力等 

（ア）数のまとまりに着目し，数の大きさの比べ方や数え方を考え，それらを日常生活に生かすこと。 

 

（１）加法，減法 

ア 知識及び技能 

（エ）簡単な場合について，２位数などについても加法及び減法ができることを知ること。 

イ 思考力，判断力，表現力等 

 （ア）数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，日常生活に生かしたりすること。 

三原市立本郷小学校  第１学年 算数科学習指導案 

単元名：おみせやさんにいこう！  
― おおきいかず ― 

本単元で育成する資質・能力  思考力・判断力・表現力等 



   【指導の系統】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観 

 

（３）指導観 

本単元では，「課題の設定」の段階で，自分たちの身の回りには 40よりも大きい数のものがたくさんあ

ることに触れ，これまでよりもたくさんのものを数える際に，速く・簡単に・正確に数えられるようにな

ると便利であるという思いをもたせ，「数名人になろう！」というゴールを設定する。また，単元の後半

部分の加減計算の学習に入る際には，「学習することで買い物をするときに使えそうだ」ということに気

付かせ，日常生活と結びつけた「おかいものをしよう！」というゴールを再度設定する。 

「情報の設定」では，数を数える際に 10のまとまりをつくって数えることのよさに気付かせ，十を単

位として数の大きさをみることができるようにし，十進位取り記数法への理解を図る。ブロックなどを使

い視覚的にも，「10 のまとまりが何ことばらがいくつ」と数の構成を基にして数をとらえさせることで，

数の構成への理解を確かなものにしていく。 

「整理・分析」では，数表や数直線などを使って数の構成について考えさえることによって，数の順序

や系列についての理解を深めていく。また，十を単位とした数の見方から，２位数の加法及び減法の仕方

を考えさせる。数を単位のいくつ分の集まりととらえたり，数を図や具体物で表したりすることで，数の

大きさについての感覚を伴って用いられるようにしていく。 

「実行」では，本単元で学習したことを基にして，100 の構成について学習していく。「お買い物をし

よう！」という児童の日常生活と結び付けた場面を設定する。100になる様々な組合せを比較することで，

100円ちょうどになるという豊かな感覚を身に付けさせて習熟を図っていく。そして，生活場面と算数が

結び付いていることを認識させ，今後の学ぶ意欲に繋げていきたい。 

「まとめ」「振り返り」では，これまでの学習の振り返りの問題に取組ませ，既習を活用する良さや本

単元における定着度を確認させる。また，学習を通してできるようになったことや分かったことを交流

し，自己の成長や達成感を味わわせ，今後の学習へつなげていく。 

＜本単元で育成しようとする資質・能力とのかかわり＞  

本単元では，10のまとまりに着目させながら数の大きさの比べ方を考え，加法や減法の計算の仕方を考え

る活動を設定している。単元を通して，十を単位として見ることで十進位取り記数法の理解を深め，思考力

を高めていく。 

 

 

５ 単元の目標 

〇２位数や簡単な３位数について，個数の数え方や数の読み方，書き方，数の構成や大小などを理解し，120

程度までの数を数え数字を読んだり書いたり，２位数の数の構成を加法や減法の式に表すことができる。 

〇既習の数の表し方の仕組みを基に，120程度までの数の数え方や読み方，書き方を考え，言葉やブロック

などを用いて表現したり，数の構成や既習の計算を活用して，簡単な場合の２位数の加減計算の仕方を考

え，言葉やブロックなどで表現したりすることができる。 

〇数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考えた過程や結果を振り返り，そのよさや楽しさを感

じながら学ぼうとすることができる。 

 

 

 

 

第１学年 
なかまづくりとかず 
・１対１対応 
・集合数の意味 第２学年 

４けたの数 
・10000 までの数の構成と表し方 
・位取りの原理 
・数の大小や系列 
 

第２学年 
３けたの数 
・1000 までの数の構成と表し方 
・位取りの原理 
・数の大小や系列 

第１学年 
10 よりおおきいかず 
・40 までの数の構成と表し方 
・数の大小や系列 
・数直線の活用 

第１学年 
おおきいかず 
・120 程度までの数の構成と表し方 
・数の大小や系列 
・数の構成による加法，減法 

第１学年 
なんばんめ 
・順序数の意味 

くらべたことがあるかな 
おおいのはどちらかな 
・量の多少や数の大小 
（幼少期に育った感覚） 



６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力 

２位数や簡単な３位数につい
て，個数の数え方や数の読み
方，書き方，数の構成や大小
などを理解し，120程度までの
数を数え数字を読んだり書い
たり，２位数の数の構成を加
法や減法の式に表すことがで
きている。 

既習の数の表し方の仕組みを基
に，120程度までの数え方や読み
方，書き方を考え，言葉やブロッ
クなどを用いて表現したり，数の
構成や既習の計算を活用して，簡
単な場合の２位数の加減計算の仕
方を考え，言葉やブロックなどで
表現したりしている。 

数の構成を活用して数の数え方や
加減計算の仕方を考えた過程や結
果を振り返り，そのよさや楽しさ
を感じながら学ぼうとしている。 

 
 

 

 

７ 指導と評価の計画（全 15時間） 

時

間 

学習活動 評価規準（評価方法） 

☆学習スパイラル 

（６つ）を明記 
知識・理解 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力 

１

・

２ 

・２位数の数え方，唱え
方や，位取りの原理と
記数法を理解する。 

 
課題の設定 

情報の収集 

◎位取り記数法は書く位
置の違いを利用して表
していることを理解
し，２位数をかくこと
ができている。（ノー
ト・発表） 

 
〇既習を基に，２位数の
数え方や読み方，書き
方などを考えようとし
ている。（ノート・発
表） 

３

・

４ 

・２位数の数え方の理解
を確実にする。 

情報の収集 

 

○40より大きい個数を
10ずつまとめて数え
ることができている。 
（ノート・発表） 

◎「10のまとまりがい
くつと端数がいくつ」
という数の見方を活用
して，ものの数の数え
方を考え説明してい
る。（ノート・発表） 

 

５ 

・２位数の構成を理解す
る。 
      情報の収集 

整理・分析 

〇２位数の構成を理解
し，数の構成を表すこ
とができている。（ノ
ート・発表） 

〇２位数を，位取り表に
対応して 10のまとま
りの数と 10未満の数
の合成として考え，言
葉や位取り板，ブロッ
クなどを用いて説明し
ている。（ノート・発
表） 

 

６ 

・100の唱え方，読み
方，書き方を理解す
る。      

情報の収集 

○10が 10こ集まると
100になることを理解
している。（ノート・
発表） 

  

７ 

・数表から数の並び方の
規則性をとらえ，数の
規則性や構成を説明す
るすることができる。 

            情報の収集 

整理・分析 

 〇位の数字に着目するな
どして数表の数の並び
方のきまりを考え，言
葉などで説明してい
る。（ノート・発表） 

 

８ 

・100までの数の系列や
大小を理解する。 

 情報の収集 

整理・分析 

〇数直線の数を対応づけ
る活動を通して，数の
系列，大小を理解し，
数直線を使って数を読
んだり表したりするこ
とができている。（ノ
ート・発表） 

  



 

 

８ 本時の展開 

（１）本時のめあて（目標）   

100円ちょうどになる組み合わせを考え，100の構成についての豊かな感覚をもつことができる。 

  

（２）観点別評価規準 

   〇10を単位として考える計算の仕方を基にして，100ちょうどになる計算を考え，式に表している。 

    

   評価方法：発表 ワークシート 

 

 

 

 

 

 

９ 

・具体物を数えることを
通して，120程度まで
の数の唱え方や系列を
理解する。 

   情報の収集 

整理・分析 
 

〇100より大きい数につ
いて，100と１～２位
数の合成ととらえれば
よいことを理解し，
100より大きい数を数
えたり唱えたりするこ
とができている。（ノ
ート・発表） 

  

10 

・２位数の数の構成（何
十といくつ）を基にし
た加減計算の仕方を理
解し，その計算ができ
る。 

課題の設定 

情報の収集 

〇30＋４，34－４などの
計算は，数構成（何十
といくつ）を基に考え
ればよいことを理解
し，その計算ができて
いる。（ノート・発
表） 

  

11 

・繰り上がりや繰り下が
りのない２位数と１位
数の加減計算の仕方
を，数の構成に着目し
て考え，説明すること
ができる。 情報の収集 

整理・分析 

〇25＋３，28－３などの
計算の仕方を理解し，
計算することができて
いる。（ノート・発
表） 

◎数の構成に着目して，
25＋３，28－３などの
計算の仕方を考え，操
作や図などを用いて説
明している。（ノー
ト・発表） 

 

12 

・２位数の数の構成（10
がいくつ）を基にした
何十±何十の計算の仕
方を理解し，その計算
ができる。 情報の収集 

整理・分析 

〇何十±何十の計算の仕
方を理解し，計算する
ことができる。（ノー
ト・発表） 

◎何十±何十の計算の仕
方を，10を単位とし
て考え，具体物や言葉
を用いて説明してい
る。（ノート・発表） 

 

13 

・２位数の数の構成を基
にして，100の構成に
ついて加法計算を通し
て考えることができ
る。（本時）整理・分析 

実行 

 〇10を単位として考え
る計算の仕方を基にし
て，100ちょうどにな
る計算を考え説明して
いる。（ワークシー
ト・発表） 

 

14

・

15 

・単元の学習を日常生活
に活用して，問題を解
決する。 

まとめ 

振り返り 

 〇学習内容を適切に活用
して問題を解決してい
る。（ノート・発表） 

◎身の回りにあるものの
数に興味をもち，単元
の学習を活用しながら
その数を数えようとし
ている。（ノート・発
表） 



（３）本時で育成したい資質・能力の評価基準（達成した児童の姿） 

（４）学習の展開 

 学習活動 

・児童の思考の流れ学習スパイラル 

指導上の留意事項（・） 

（支援の具体的 UD） 

○評価規準 

（評価方法） 

導

入 

１ 問題提示    課題の設定 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 気付きの交流   情報の収集 

整理・分析 
 

 
 
 
 
 
 

 
３ 解決への見通し立て 

情報の収集 
 
 
 
 
 
 
 
４ めあての作成  課題の設定 
 
 

・商品ごとに分けて提示することで，
実際に店で買い物をする場面を想起
させる。 

・それぞれ値段が違う商品があること
をおさえ，児童のいろいろな買い方
を見つけたいという意欲を高める。 

 
 
 
 
 
・「おつりが出ない」ということは，
合計が 100円ぴったりにならないと
いけないことに気付かせる。 

・３つ以上買ったり，同じ品物を複数
買ったりする考え方についての意見
を積極的に取り上げ，組み合わせ方
が複数あることを確認する。 

 
 
 
・（何十）＋（何十）で計算する際，
どのように考えれば簡単か問いかけ
ることで，前時までの「10がいく
つ分か」や「十の位だけを見る」な
どの既習を確認する。 

 
 
 
 

展

開 

５ 個の学び     情報の収集 
○100円ちょうどになるおか
しの組み合わせを考え，立
式する。 

 【２つ買う】 
 
 
 

【３つ買う】 
 
 
 

 

・児童一人ひとりに品物のカードを渡
し，カードを並べながら 100円にな
る組み合わせを考えさせる。 

・ワークシートの 10円玉 10個の図
に，自分が選んだ品物の代金分を囲
ませていくことで，100円の買い物
ができたか確認させる。 

・組み合わせ方を見つけにくい児童に
は，10のいくつといくつを想起さ
せて考えさせたり，品物のカードと
10円玉をいっしょに操作させなが
ら考えさせたりする。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資質・能力 評価基準（達成した児童の姿） 

思考力・ 

判断力・ 

表現力等 

Ａ 10を単位として考える計算の仕方を基にして，100ちょうどになる計算をいろ

いろな組み合わせで考え，式に表している。 

Ｂ 10を単位として考える計算の仕方を基にして，100ちょうどになる計算を考

え，式に表している。 

Ｃ 課題を解決することができない。 

めあて  100 ぴったりになるくみあわせかたをかんがえよう。 

hike 

や 

 

 

 おかしをかいます。百円だ
ま１まいでおつりが出ないよ
うにするには，どのようにか
えばよいでしょうか。 
 チョコ   20 円 
 あめ    30 円 
 グミ    40 円 
 ビスケット  50 円 
 せんべい   60 円 
 ソフトクリーム  70 円 

・いろいろなねだんのおかし
があるよ。 

・２つや３つかえそうだな。 
・おつりが出ないということ
は 100 円ぴったり買わない
といけないね。 

・たし算をつかえばいい。 
・10がいくつ分かで考える
と，計算も簡単だ。 

・100は 10が 10こ集まった
数だから…。 



【４つ買う】 【５つ買う】 
 
 
 
 
６ 集団解決    整理・分析 
【ペアでの学び】 
○自分が考えた買い方をペア

で交流し合う。 
 
【全員での学び】 
○考えを出し合い，交流す
る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
８ 学習課題のまとめ 

まとめ・創造・表現 
       
 
９ 適応問題 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・買った品物の数が少ない組み合わせ
方から発表させ，いろいろな組み合
わせ方があることを実感させる。 

・３つ以上の組み合わせ方は，どのよ
うに考えると簡単に計算できるのか
問いかけることで，10がいくつ分
かで考えればよいことを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・板書を見るように声をかけること
で，３つ以上買う場合の買い方など
にも進んで取組ませ，100円ちょう
どになる組合せ方を考えさえる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○10を単位として考
える計算の仕方を
基にして，100ちょ
うどになる計算を
考え，式に表して
いる。（ワークシ
ート・発表） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○10を単位として考
える計算の仕方を
基にして，100ちょ
うどになる計算を
考え，式に表して
いる。（ワークシ
ート・発表） 

ま
と
め 

10 振り返り 

           振り返り 
・本時の学習をノートに振り返らせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  100 ちょうどになるかずのくみあわせかたはいろいろある。 

 三はらマーケットにいきまし
た。百円ぴったりになるかいか
たを見つけましょう。 
   あめ    20 円 
 キャラメル  30 円 
  ラムネ    40 円 
 スナック   50 円 
 クッキー   60 円 

・ぼくは，グミとせんべいを
買ったから，40＋60＝100
になったよ。 

・３つ買う買い方は，20＋30
＋50＝100ができる。 

・20円のチョコだと，20＋
20＋20＋20＋20＝100とな
るから，５個も買える。 

・たくさんおかしを買うとき
も，10がいくつ分かで考
えれば，簡単な計算ででき
る。 



９ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

  

おみせやさんにいこう！ 

２/５ おおきいかず 

                     

                

 

 

 

 

○め  100 ぴったりになるくみあわせか

たをかんがえよう。 
○ま  100 ちょうどになるかずのくみあわせ

かたはいろいろある。 

○も  

○気  

○れ  

○ふ  

・２つや３つかえそう。 

・おつりが出ない 

→100 円ぴったり 

・100 は 10 が 10 こ 

 
 

 

おかしをかいます。 
百円だま１まいでおつり
が出ないようにするに
は，どのようにかえばよ
いでしょうか。 

三はらマーケットにいき
ました。 
百円ぴったりになるかい

かたを見つけましょう。 

・40円＋60 円＝100円 

・20円＋30 円＋50円＝100円 


